
左記のとおりシルバーポリの連用は

３年まで。どうしても買い換えられ

ない時は、こまめに温度確認を行お

う。

営農技術

情報の例

播種の時、お金は

かかるがいもち病

とドロオイムシの

箱施用剤を使うと

省力化が図られる。

やって良かった！

いもち病の箱施用をつい

省略したら・・・米を作

って40年、今年初めてい

もち病を出してしまった。

結構省略する人がいると思う。私

も来年は箱施用を確実に行いたい。

私はこうしてる！

シルバーポリの簡単なかけ方

がある。このやり方だとかな

り楽になる。Youtubeで見れ

るから検索してみて。

やって良かった！

ホワイトシルバーで被覆するとヤケ

づらい。ただし、事前に日光を入れ

て、30℃ぐらいまで地温を上げてか
ら使わないと出芽ムラで失敗する。

要注意。

基本こそ大切！

ハウス内温度管理はきめ細やかに。32℃以上（籾の位置）にし
ては絶対にダメ！超えそうになったら側面ビニールを開ける。

それでもダメならシルバーポリを開ける。夕方が一番危険。

自分が見やすいようにか、たまに温度計を随分上の方に付けて

る人を見かける。籾位置の温度を測れる正しい位置に！ちなみ

にアルコール温度計は長く使うと温度が狂ってることも・・・。

温
度
計
の
位
置
は
正
し
く
！

やって良かった！

基本は目を離さないこと。どうしても外出などで温度を確認

できない時は、風下のビニールを開けておく。曇の日でも、

たとえ半日でもだ。

見に行く手間が省ける無線温度計も便利。家族みんなで温度

状態を共有できるのもメリット。全部に導入できなくても、

代表的なハウスや、グループ分けして導入する手もある。
※無線温度計

※１万円くらい

中苗マットだと1.5葉期、2.5葉期、移植

前（弁当肥え）に追肥する。エコロング

を箱施用すると追肥不要。コストは増え

るが、省力効果大で苗質も良い。

前年、いもち病

が発生した水田

は、農薬の育苗

箱施用を行うと

安心です。

【普及センター

から一言】

●エコロングを施用すると苗が徒

長しやすいので注意しましょう。

●成苗ポットは置床に施肥するの

で追肥は不要ですが、弁当肥え

は実施しましょう。

【 普及センターから一言 】

自動換気装置を導入するという手もあ

る。１棟付けるだけでも、それが換気

の目安となるので便利。検討してみて。 「自動換気装置」14～15万円/棟くらい

こんな方法も･･･

失敗した・・・

やって良かった！

催芽～出芽～育苗期前半４月中～下旬

は種作業は平年並（２日早）に始まり、は種期も平年並でした。は種後の高温・

多照により順調に出芽し、出芽期も平年より２日早まりました。

この時期の平成30年度の気象と生育を振り返って

米の出来は苗づくりでほぼ決まると思おう！

籾の位置で

32℃以下厳守！

朝に天候を見て、70％に行
きそうだったらシルバーポ

リは剥いでしまう。

私はこうしてる！
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苗の葉数が、中苗3.1葉、

成苗3.6葉になったら、田

植えを始める。
ただし、田植えの時期も

大切だが、しっかりした

苗づくりがもっと大切と

いうことは忘れずに。

「外気温に十分ならす」といっても、

苗に強い風をあてないことが大事。強

風の時は、ハウスの風下側を開けたり

して、風で苗が傷まないように注意。

【

葉
の
苗

】

植えた後の天気も大事。た

とえ田植え日が雨天でも、

その日以降が晴天で気温が

上昇するようだったら始め

てしまう。天気予報を見て

早め早めの作業が大事。

移植前の育苗追肥

である「弁当肥

え」はとても有効

と感じている。

移植作業時のパートさんへ

の気遣いとして、しっかり

とした連絡体制を作ろう。

事前に田植の中止があり得

ることを伝えておき、当日、急に低

温・強風となったら、朝６時半とか

に中止の連絡を入れる。パートさん

への気遣いはとても大切だが、無理

な田植えをしては意味が無い。

営農技術

情報の例

育苗ハウス内の置床

をローラーで鎮圧し

ておくと、育苗箱が

はがしやすくなる。

作業効率ＵＰだ。

雨が降ってぬかるむ時は、育苗ハウス～水

田まで砂利をひいたり、ハウスの中はリ

ピーボード（工事現場等で使うプラ製敷板、

１万3千円くらい）を使うなどの工夫も。忙

しい移植時期のトラブル解消！

やって良かった！

（北海道米麦改良協会資料より）

移植苗の葉数は平年よりやや多く、草丈は平年並で苗質は良好でした。移植時期

も好天に恵まれ、移植作業、移植後の分げつ始ともに平年より３日早まりました。

この時期の平成30年度の気象と生育を振り返って

育苗期後半～移植５月 天気予報を見て早め早めの作業を！

基本こそ大切！

【普及センターから補足】

基本こそ大切！

低温・強風の時は田植えをしない。低

温の目安は、機械のハンドルを持つ手

がかじかむ時。強風の目安は、苗の空

箱が飛ぶような風。

そんな日に「パート

さんを頼んでしまっ

たから･･･」といっ

て、無理に田植えす

ると後悔することに

なる。

私はこうしてる！

私はこうしてる！

【普及センターから補足】

こんな苗

はダメ！

1.9
●苗の葉が展開する直前（1.9葉、2.9葉など）にダメージを

受けると、後の生育に影響します。

●苗は、1.5葉期まで胚乳の栄養で生育するので環境変化に

強いが、1.5～2.5葉期は独立栄養生長に移行する時期のた

め、急激な環境変化や障害に弱いので注意しましょう。

基本こそ大切！

↑移植後5日間の平均気温が

上記に達した日が移植早限

やって良かった！

移植した苗は、苗が茎葉に蓄えた養分を使って発根し、水田

に活着します。そのためには、苗に養分を吸収させてから移

植する必要があるので、「弁当肥え」は移植の３～４日前の

晴天日の午前中に実施すると効果的です。

育苗型式 移植早限温度

稚苗マット 11.5℃

中苗マット 12.0℃

成苗ポット 11.5℃
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やって良かった！


